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概要： 

近年、エキゾチックなものも含めた新しいハドロンの発見が相次いでいる。

バリオンでも多数の発見があるが、基本となるスピン・パリティですら決ま

った例はほとんどなく、どれがエキゾチックなものでどれがそうでないのか

ですら、ほとんど何もわかっていないのが現状である。 

この講演では、最近の Belle 実験や LHCb 実験などで見つかった新しい

バリオン（の候補）のいくつかを紹介した上で、バリオンのスピン・パリティ

を決める 方法を議論する。特にパリティを決めるためにはスピン偏極が

重要な役割を果たすので、それについて説明したい。一方で、スピン偏

極を使うと、バリオンのスピン構造に迫ることもでき、エキゾチックバリオン

を通常のバリオンから分けることができるので、それについても議論する。

また、途中で、それらの例として J-PARC や Belle (II)実験における私の

試みを紹介する。 

 


